
 

 
 
 
 
 

 

国立大学法人東海国立大学機構 名古屋大学生物機能開発利用研究センターの 

川勝 弥一 研究員と野田口 理孝 准教授の研究グループは、接木の接着力を簡易に

定量する手法を開発しました。植物の接木は古くから行われてきた農業技術であり、

果物や野菜の栽培に広く利用されています。私たちの研究グループでは、本年 2020

年 8 月に Science 誌に接木の接着の鍵となるβ-1,4-グルカナーゼ（セルラーゼ）注

１)が細胞の外に分泌されて植物で機能することを示しました。今回、このセルラーゼ

を外的投与することでも接木を促進させる効果があることを示すことができ、科学

的研究成果を農業へ技術利用する道筋が示されました。 

本研究では、接木を簡易に解析するため、タバコ植物を用いた in vitro grafting

システム注２)を開発しました。培地上で接木を成立させたタバコの茎に対して、フォ

ースゲージ注３)を用いた引っ張り試験を行うことで、接木の接着力を定量することに

成功しました。この方法を用いて、接木を促進する植物ホルモンであるオーキシンを

添加した培地上で in vitro grafting を行うと、接着力が増加しました。また、タ

バコの接木に重要な役割を果たすセルラーゼを添加した培地でも、接着力が増加す

ることがわかりました。さらに、オーキシンとセルラーゼを同時に添加することで、

接着力が相乗的に増加することも示されました。このことから、タバコの接木はセル

ラーゼを外的に投与することで促進されることが示されました。 

この研究成果は、2020 年 12 月 11 日付で科学雑誌「Plant Biotechnology」にオン

ライン掲載されました。 

接木の接着力を定量する手法の開発 

～セルラーゼの添加によってタバコの接木は促進される～ 



 

【ポイント】 

・スループット性の高い接木手法が開発された。 

・接木の接着力を定量化することに成功した。 

・接木部位へのセルラーゼの外的投与による接着促進が認められた。 

 

【研究背景と内容】 

接木を簡易に解析する方法に in vitro grafting (IVG)システムがあります。しか

し、この手法はスループットが低く、接木の成立を定量的に評価する方法がないという

課題がありました。そこで本研究では、タバコ属植物を対象に、接木を短時間に多数実

施することのできる IVG 法を開発しました。タバコの茎を 1.5 mm 幅に切ったものを二

つ合わせて、４つの突起がある穴の空いたシリコン製シート（IVG シート）にはめ込ん

で培養することで、省スペースでかつハイスループットに接木を行うことが可能にな

りました（図１）。 

接木の成立を定量的に評価するために、フォースゲージを用いました。この装置を用

いて接木した茎を一定速度で引っ張って破壊試験注４)を行うことで、接木が外れる際に

生じる力を測定しました（図２）。 

本手法を用いて、接木を促進することが知られる植物ホルモンのオーキシンを試験

すると、その促進効果を有意に検出することができました（図２）。また、私たちの最

近の研究より、接木部位の組織接着にセルラーゼが関わっていることが推察されてい

たため、セルラーゼの外的投与についても試験した結果、オーキシンと同様に顕著な促

進効果が検出されました（図２）。このことから、セルラーゼは外的に投与することで

も接木を促進させる効果があることを示されました。最後にオーキシンとセルラーゼ

を同時に添加した場合について調べたところ、単独で投与した場合よりも高い接着力

が得られることが示されました（図２）。 

 

図１ 開発した IVG シートおよびタバコの IVG の様子 

 



 

図２ IVG 茎の接着力の測定および接着力の比較 

 

【成果の意義】 

 本研究で開発した IVG システムにより、均一性の高い接木部位を簡便に用意するこ

とが可能となり、さらに接木の成立程度を接着力を指標として定量的に評価すること

が可能になりました。本システムは、遺伝的系統を用いた遺伝子の解析、接木の際の環

境条件の検証、化学的処理の効果の試験などに適用することが可能です。加えて、接木

の接着にはセルラーゼが寄与するという私たちの発見を元に、セルラーゼを外的に添

加することによって接木の接着力が増すことが示されたことで、学術的成果を実際の

農業へ応用できる可能性が示されました。 

 

【用語説明】 

（注１）セルラーゼ：植物細胞などの細胞壁を分解する酵素。 

（注２）in vitro grafting (IVG)：試験管内などの無菌条件で接木を行う手法。 

（注３）フォースゲージ：接触の際に発生する力を測定する装置。 

（注４）破壊試験：破断や亀裂の発生などを観察、計測し、その材料の強度や性質を検

査する試験。 
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